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橋梁補修設計業務委託積算要領（公表用） 

 
 
１ 適用範囲 

この積算要領は、岩手県が実施する橋梁補修設計業務に適用する。 

 

２ 積算構成 

 

 

設計計画 

現地踏査 

資料収集整理 

復元図作成 

橋梁詳細調査 

橋梁補修設計 

施工計画 

 関係機関協議資料作成 

打合せ 

 

                                  旅費交通費 

電子成果品作成費 

調査試験費 

機械器具費 

安全費 

その他 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※間接原価及び一般管理費等は「設計業務等標準積算基準書」の「土木設計業務等積算基準」による。

令和７年７月１日以降適用 

直接人件費 

直接経費 

間接原価 

直接原価 

消費税相当額 

橋梁点検費 

業務価格 

業務委託料 

一般管理費等 

業務原価 

その他原価 
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３ 直接人件費 

3.1 設計計画 

(1)業務内容 

業務目的・趣旨を把握したうえで、特記仕様書に示す業務内容を確認し、業務概要・実施方針・業

務工程・業務組織計画・打合せ計画・成果物の内容、部数・使用する主な図書及び基準・連絡体制（緊

急時含む）等の事項について業務計画書を作成する。 

(2)標準歩掛                              （１業務当たり）   

 
 

3.2 現地踏査 

(1)業務内容 

 現地踏査を行い、設計範囲及び既存資料と現地の整合性を確認するものとする。また、地形・地質

等の自然条件、沿道・交差物件・用地条件等の周辺状況を把握し、併せて工事用道路・施工ヤード等

の施工性の判断に必要な現地状況の把握を行う。 

 (2)標準歩掛                              （１橋当たり）   

 
 

3.3 資料収集整理 

(1)業務内容 

既存の資料（竣工図書、過年度点検結果及び詳細調査結果、補修履歴等）を基に、必要な調査・設

計項目を整理する。 

(2)標準歩掛                                                             （１橋当たり） 

 

 

3.4 復元図作成 

(1)業務内容 

橋梁建設時の竣工図書等が無い場合に行うものとし、構造物の形状を計測し、橋梁設計時の技術基

準等を参考に現況一般図を作成する。 

(2)標準歩掛                                                             （１橋当たり）   

     

注）１ 「設計計算書無し」は設計条件（諸元）はあるものとする。 

  ２ 構造物の形状計測に係る機械器具費は5.2機械器具費により別途計上する。 

 

 

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
1.5 1.5 1.5設 計 計 画

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
1.0 1.0 1.0現 地 踏 査

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
1.5 1.5 1.5資 料 収 集 整 理

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
設計計算書有り 0.8 1.2 1.2
設計計算書無し 1.0 2.0 3.0
既存 資料 無し 1.0 4.0 4.0
設計計算書有り 0.8 1.3 1.3
設計計算書無し 1.0 2.0 3.0
既存 資料 無し 1.0 4.0 4.0
設計計算書有り 1.5 2.5 2.5
設計計算書無し 2.0 5.0 6.0
既存 資料 無し 2.0 7.0 8.0
設計計算書有り 2.0 3.5 3.5
設計計算書無し 2.5 4.0 4.0
既存 資料 無し 2.5 10.0 11.0

橋長
300ｍ以上

橋長
100ｍ以上
300ｍ未満

橋長
25ｍ以上
100ｍ未満

橋長
25ｍ未満
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3.5 橋梁詳細調査 

(1)業務内容 

既存資料と現地の整合性、劣化状況や損傷状況を把握するため、近接目視またはそれと同等の方法

により現地の詳細調査を行う。併せて、調査結果を基に、橋梁の損傷図の作成を行う。 

  (2)標準歩掛                                                             （１橋当たり）   

 
  注）詳細調査に係る機械器具費は5.2機械器具費により別途計上する。 

 

3.6 橋梁補修設計 

(1)業務内容 

橋梁詳細調査の結果を踏まえ、損傷・現場状況に応じた補修方法を検討する。 

補修方法の検討に当たっては、「新技術情報提供システム（NETIS）」などを参考に新技術等の活用

を検討し、従来技術による補修方法との費用、施工期間等の比較を行う。  

(2)標準歩掛 

1)コンクリート上部工（桁）補修設計                   （１橋当たり） 

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

  ２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

 

 

 

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
地 上 0.5 2.5 2.5 1.5
梯 子 0.5 2.5 2.5 1.5
点 検 車 0.5 3.0 3.0 2.0
リ フ ト 車 0.5 3.0 3.0 2.0

点 検 車 1.0 4.0 4.0 3.0

点 検 車 1.0 6.0 6.0 6.0

点 検 車 1.5 9.0 9.0 9.0

橋長
100ｍ以上
300ｍ未満

橋長
25ｍ以上
100ｍ未満

橋長
25ｍ未満

橋長
300ｍ以上

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.50 1.00 1.50
数 量 計 算 0.50 1.00 1.50
照 査 0.50 0.50
報 告 書 作 成 0.50 0.50 1.00
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.55 1.10 1.65
数 量 計 算 0.55 1.10 1.65
照 査 0.55 0.55
報 告 書 作 成 0.55 0.55 1.10
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.70 1.40 2.31
数 量 計 算 0.70 1.40 2.31
照 査 0.70 0.70
報 告 書 作 成 0.70 0.70 1.40
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.75 1.50 2.25
数 量 計 算 0.75 1.50 2.25
照 査 0.75 0.75
報 告 書 作 成 0.75 0.75 1.50

橋長
300ｍ以上

橋長
100ｍ以上
300ｍ未満

橋長
25ｍ以上
100ｍ未満

橋長
25ｍ未満
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 2)コンクリート上部工(桁)補強設計                    （１橋当たり）  

 

注）１ 耐荷力の照査は、既存資料や復元資料からわかる資料を基に、橋梁設計時に適用した道路

橋示方書を用いた現況耐荷力の照査を行う。 

  ２ 対策工法の選定に比較表の作成を含む。 

  ３ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
耐 荷 力 照 査 0.50 1.50 1.50
対策工法の選定 0.50 1.00
設 計 計 算 0.50 1.50 1.50
設 計 図 0.50 1.50 2.00
数 量 計 算 0.50 2.50 1.50
照 査 0.50 0.50 0.50
報 告 書 作 成 0.50 0.50 0.50
耐 荷 力 照 査 0.60 1.80 1.80
対策工法の選定 0.50 1.00
設 計 計 算 0.60 1.80 1.80
設 計 図 0.60 1.80 2.40
数 量 計 算 0.60 3.00 1.80
照 査 0.60 0.60 0.60
報 告 書 作 成 0.60 0.60 0.60
耐 荷 力 照 査 1.05 3.15 3.15
対策工法の選定 0.50 1.00
設 計 計 算 1.05 3.15 3.15
設 計 図 1.05 3.15 4.20
数 量 計 算 1.05 5.25 3.15
照 査 1.05 1.05 1.05
報 告 書 作 成 1.05 1.05 1.05
耐 荷 力 照 査 1.35 4.05 4.05
対策工法の選定 0.50 1.00
設 計 計 算 1.35 4.05 4.05
設 計 図 1.35 4.05 5.40
数 量 計 算 1.35 6.75 4.05
照 査 1.35 1.35 1.35
報 告 書 作 成 1.35 1.35 1.35

橋長
300ｍ以上

橋長
100ｍ以上
300ｍ未満

橋長
25ｍ以上
100ｍ未満

橋長
25ｍ未満
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3)鋼橋上部工(桁)補修設計                        （１橋当たり）  

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

  ２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.50 1.00 1.50
数 量 計 算 0.50 1.00 1.50
照 査 0.50 0.50
報 告 書 作 成 0.50 0.50 1.00
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.55 1.10 1.65
数 量 計 算 0.55 1.10 1.65
照 査 0.55 0.55
報 告 書 作 成 0.55 0.55 1.10
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.70 1.40 2.31
数 量 計 算 0.70 1.40 2.31
照 査 0.70 0.70
報 告 書 作 成 0.70 0.70 1.40
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.75 1.50 2.25
数 量 計 算 0.75 1.50 2.25
照 査 0.75 0.75
報 告 書 作 成 0.75 0.75 1.50

橋長
25ｍ未満

橋長
300ｍ以上

橋長
100ｍ以上
300ｍ未満

橋長
25ｍ以上
100ｍ未満
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4)鋼橋上部工(桁)補強設計                         （１橋当たり）  

 

注）１ 耐荷力の照査は、既存資料や復元資料からわかる資料を基に、橋梁設計時に適用した道路

橋示方書を用いた現況耐荷力の照査を行う。 

  ２ 対策工法の選定に比較表の作成を含む。 

  ３ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

 

  

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
耐 荷 力 照 査 0.68 2.03 2.03
対策工法の選定 0.50 1.00
設 計 計 算 0.68 2.03 2.03
設 計 図 0.68 2.03 2.70
数 量 計 算 0.68 3.38 2.03
照 査 0.68 0.68 0.68
報 告 書 作 成 0.68 0.68 0.68
耐 荷 力 照 査 0.90 2.70 2.70
対策工法の選定 0.50 1.00
設 計 計 算 0.90 2.70 2.70
設 計 図 0.90 2.70 3.60
数 量 計 算 0.90 4.50 2.70
照 査 0.90 0.90 0.90
報 告 書 作 成 0.90 0.90 0.90
耐 荷 力 照 査 1.58 4.73 4.73
対策工法の選定 0.50 1.00
設 計 計 算 1.58 4.73 4.73
設 計 図 1.58 4.73 6.30
数 量 計 算 1.58 7.88 4.73
照 査 1.58 1.58 1.58
報 告 書 作 成 1.58 1.58 1.58
耐 荷 力 照 査 2.03 6.08 6.08
対策工法の選定 0.50 1.00
設 計 計 算 2.03 6.08 6.08
設 計 図 2.03 6.08 8.10
数 量 計 算 2.03 10.13 6.08
照 査 2.03 2.03 2.03
報 告 書 作 成 2.03 2.03 2.03

橋長
25ｍ未満

橋長
300ｍ以上

橋長
100ｍ以上
300ｍ未満

橋長
25ｍ以上
100ｍ未満
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5)コンクリート床版補修設計                                             （１橋当たり） 

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む 

  ２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

  ３ 部分打換えは合成床版等の構造計算を必要とする補修方法を含まない。 

 

6)鋼床版補修設計                             （１橋当たり）  

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

  ２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

 

 

 

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.50 1.00 1.50
数 量 計 算 0.50 1.00 1.50
照 査 0.50 0.50
報 告 書 作 成 0.50 0.50 1.00
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.50 1.00 1.50
数 量 計 算 0.50 1.00 1.50
照 査 0.50 0.50
報 告 書 作 成 0.50 0.50 1.00
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.50 1.00 1.50
数 量 計 算 0.50 1.00 1.50
照 査 0.50 0.50
報 告 書 作 成 0.50 0.50 1.00
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.50 1.00 1.50
数 量 計 算 0.50 1.00 1.50
照 査 0.50 0.50
報 告 書 作 成 0.50 0.50 1.00

橋長
300ｍ以上

橋長
100ｍ以上
300ｍ未満

橋長
25ｍ以上
100ｍ未満

橋長
25ｍ未満

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.50 1.00 1.50
数 量 計 算 0.50 1.00 1.50
照 査 0.50 0.50
報 告 書 作 成 0.50 0.50 1.00
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.50 1.00 1.50
数 量 計 算 0.50 1.00 1.50
照 査 0.50 0.50
報 告 書 作 成 0.50 0.50 1.00
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.50 1.00 1.50
数 量 計 算 0.50 1.00 1.50
照 査 0.50 0.50
報 告 書 作 成 0.50 0.50 1.00
対策工法の選定 0.50 0.50
設 計 図 0.50 1.00 1.50
数 量 計 算 0.50 1.00 1.50
照 査 0.50 0.50
報 告 書 作 成 0.50 0.50 1.00

橋長
25ｍ未満

橋長
25ｍ以上
100ｍ未満

橋長
100ｍ以上
300ｍ未満

橋長
300ｍ以上
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7)下部工補修設計（洗掘対策）                                            （１基当たり）  

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

  ２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

 

8)下部工補修設計                                                        （１基当たり）  

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

  ２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

 

9)支承補修設計                                                     （１支承線当たり） 

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

３ 沓座モルタル補修設計は別途計上する。 

４ 上部反力及び支承形式、型式も全て同一の場合は、１支承線のみ計上する。 

 

10)支承更新設計                                                   （１支承線当たり） 

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

３ 上部工仮受け方法の検討を含む 

４ 上部反力及び支承形式、型式も全て同一の場合は、１支承線のみ計上する。 

 

 

 

 

 

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
0.50 1.00

0.50 2.00 3.00
0.50 1.00 1.00 2.00

0.50 1.00
0.50 1.00報 告 書 作 成

照 査
数 量 計 算
設 計 図
対 策 工 法 の 選 定

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
0.50 0.50

0.50 1.00
0.50 1.00

0.50 0.50
0.50 0.50 0.50

対 策 工 法 の 選 定
設 計 図
数 量 計 算
照 査
報 告 書 作 成

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
0.50 0.50

0.50 0.50
0.50 0.50

0.50 0.50
0.50 0.50

対 策 工 法 の 選 定
設 計 図
数 量 計 算
照 査
報 告 書 作 成

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
0.50 1.00

1.00 2.00
1.00 2.00
1.00 1.50

0.50 0.50
0.50 0.50

対 策 工 法 の 選 定

設 計 図
数 量 計 算
照 査
報 告 書 作 成

設 計 計 算
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11)沓座モルタル補修設計                                             （１支承線当たり） 

 

注）１ 対策工法の選定は比較表作成を含む。 

２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

 

12)伸縮装置補修設計                                                     （１橋当たり） 

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

 

13)舗装・防水補修設計                         （１橋当たり） 

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

 

14)防護柵補修設計                           （１橋当たり） 

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
0.50

0.50 1.50
0.50 1.00

0.50
0.50 0.50

対 策 工 法 の 選 定
設 計 図
数 量 計 算
照 査
報 告 書 作 成

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
0.50 0.50

0.50 1.00
0.50 1.00

1.00
0.50
0.50 1.00報 告 書 作 成

対 策 工 法 の 選 定
設 計 計 算
設 計 図
数 量 計 算
照 査

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
0.50 0.50

0.30 0.50 0.30
0.30 0.50

0.30 0.30
0.30 0.30 0.30報 告 書 作 成

対 策 工 法 の 選 定
設 計 図
数 量 計 算
照 査

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
0.50 0.50

0.50 0.50
0.50 0.50

0.50 0.50
1.00 1.00報 告 書 作 成

対 策 工 法 の 選 定
設 計 図
数 量 計 算
照 査
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15)防護柵更新設計                           （１橋当たり） 

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

３ 防護柵設置基準に基づき、防護柵及び定着部の照査を含む。 

 

16)地覆補修設計                            （１橋当たり） 

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

 

17)地覆更新設計                            （１橋当たり） 

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

３ 地覆拡幅・嵩上げ等の死荷重増加に伴う床版応力照査を行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
0.50 0.50

0.50 0.50
0.50 0.50
0.50 0.50

0.50 0.50
1.00 1.00

照 査
報 告 書 作 成

対 策 工 法 の 選 定
設 計 計 算
設 計 図
数 量 計 算

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
0.50 0.50

0.50 0.50
0.50 0.50

0.50 0.50
1.00 1.00

照 査
報 告 書 作 成

対 策 工 法 の 選 定
設 計 図
数 量 計 算

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
0.50 0.50

0.50 0.50
0.50 0.50
0.50 0.50

0.50 0.50
1.00 1.00

数 量 計 算
照 査
報 告 書 作 成

対 策 工 法 の 選 定
設 計 計 算
設 計 図
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18)排水施設補修設計                          （１橋当たり） 

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

 

19)排水施設更新設計                          （１橋当たり） 

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

 

 

 

 

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
対策工法の選定 0.60
設計図 0.60 0.60 0.60
数量計算 1.00
照査 0.60 0.50
報告書作成 0.60
対策工法の選定 0.60
設計図 0.60 0.60 0.60
数量計算 1.00
照査 0.60 0.50
報告書作成 0.60
対策工法の選定 0.60
設計図 0.60 0.60 0.60
数量計算 1.00
照査 0.60 0.50
報告書作成 0.60
対策工法の選定 0.60
設計図 0.60 0.60 0.60
数量計算 1.00
照査 0.60 0.50
報告書作成 0.60

橋長
25ｍ未満

橋長
25ｍ以上
100ｍ未満

橋長
100ｍ以上
300ｍ未満

橋長
300ｍ以上

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
対策工法の選定 0.60
設計図 1.00 1.00 1.00
数量計算 1.00
照査 1.00 1.00
報告書作成 1.00
対策工法の選定 0.60
設計図 1.00 1.00 1.00
数量計算 1.00
照査 1.00 1.00
報告書作成 1.00
対策工法の選定 0.60
設計図 1.00 1.00 1.00
数量計算 1.00
照査 1.00 1.00
報告書作成 1.00
対策工法の選定 0.60
設計図 1.00 1.00 1.00
数量計算 1.00
照査 1.00 1.00
報告書作成 1.00

橋長
25ｍ未満

橋長
25ｍ以上
100ｍ未満

橋長
100ｍ以上
300ｍ未満

橋長
300ｍ以上
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20)ボックスカルバート補修設計                     （１橋当たり） 

 

注）１ 対策工法の選定は比較表の作成を含む。 

２ 仮設備計画の作成は、設計図に含まず3.7施工計画により計上する。 

 

3.7 施工計画  

(1)業務内容 

構造物の規模、道路・鉄道の交差条件、河川の渡河条件及び計画工程表、施工順序、施工方法、資

材・部材の搬入計画、仮設備計画等、工事費積算に当たって必要な計画書を作成する。 

(2)標準歩掛                                （１橋当たり） 

     
注） 仮設備計画は構造計算を伴わないものを対象とする。 

 

3.8 関係機関協議資料作成  

(1)業務内容 

関係機関との協議用資料、説明用資料作成を行う。 

(2)標準歩掛                                （１橋当たり） 

     
 

 3.9 打合せ等 

    打合せ等の積算は、「設計業務等標準積算基準書」による。 

 

3.10 類似構造物の補正 

3.4復元図作成において、上部工は幅員、橋長は変化するが、同一橋種であり、形状が同一の場合

は類似構造物として扱う。下部工は躯体幅、高さは変わるが構造形式が同一の場合は類似構造物とし

て扱う。また、3.6橋梁補修設計において、幅員や橋長、橋種は異なるが、同一業務内の対象橋梁の

損傷に対する対策内容が類似している場合、類似構造物に対し以下の補正式を適用する。 

（上部工(※１)） 歩掛＝標準歩掛×0.65 

（下部工(※２)） 歩掛＝標準歩掛×0.7×n  n：基数（類似構造物） 

※１：3.4復元図作成、3.6橋梁補修設計(2) 1)～6)、9)～20)を対象とする。 

※２：3.6橋梁補修設計(2) 7)、8)を対象とする。 

 

４ 旅費交通費 

  旅費交通費の積算は、「設計業務等標準積算基準書（参考資料）」による。 

  

 

 

 

 

 

 

 

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
0.5 0.5

0.5 1 1.5
0.5 1 1.5

0.5 0.5
0.5 0.5 1

数 量 計 算
照 査
報 告 書 作 成

対 策 工 法 の 選 定
設 計 図

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
2.0 2.0 2.0施 工 計 画

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
2.0 2.0 2.0関 係 機 関 協 議 資 料 作 成
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５ 直接経費 

 5.1 調査試験費 

(1)鉄筋探査                               （10箇所当たり） 

   

注）復旧費を含む 

 

(2)コンクリートコア採取                         （10箇所当たり） 

 

注）復旧費を含む 

(3)一軸圧縮強度試験            （１試料当たり） 

 単価 

一軸圧縮強度試験 円 

 

(4)反発度法による強度測定                                              （10箇所当たり） 

   

 

(5)中性化試験                （１試料当たり） 

 単価 

中性化試験 円 

 

(6)塩化物イオン試験             （１試料当たり） 

 単価 

塩化物イオン試験 円 

 

(7)アルカリ骨材反応試験           （１試料当たり） 

 単価 

アルカリ骨材反応試験 円 

 

(8)磁粉探傷試験                             （10箇所当たり） 

   
 

(9)超音波探傷試験                            （10箇所当たり） 

   
 

(10)塗膜採取                               （10箇所当たり） 

   

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
上 向 き 2.5 2.5
下 向 き 2.5 2.5
横 向 き 2.5 2.5
上 向 き 5.0 5.0
下 向 き 4.5 4.5
横 向 き 4.5 4.5

はつりによる
鉄筋探査

非破壊による
鉄筋探査

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
3.5 3.5
2.5 2.5
3.0 3.0横 向 き

下 向 き
上 向 き

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
0.5 0.5 0.5反 発 度 法に よる 強度 測定

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
1.25 1.25 1.25磁 粉 探 傷 試 験

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
1.25 1.25 1.25超 音 波 探 傷 試 験

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員
0.75 0.75塗 膜 採 取
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注）橋梁点検車等の機械経費、規制費用は別途計上する。 

 

(11)塗膜含有分析（PCB）           （１試料当たり） 

 単価 

塗膜含有分析（PCB） 円 

 

(12)塗膜含有分析（鉛） 

  物価資料による。 

 

5.2 機械器具費 

 (1)橋梁点検車等運転経費 

   詳細調査作業時等に橋梁点検車またはリフト車を使用する場合は、運転経費を計上する。 

 

橋梁点検車（リフト車）運転（１日当たり） 

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要 

運転手 一般（又は特殊） 人 １ 注）による 

燃料費  ℓ  
運転１ｈ燃料消費量×Ｔ 

Ｔ：運転日当たり運転時間 

賃料  日 1 
橋梁点検車（BT-200）：円/日 

リフト車（9.9m級）：円/日 

諸雑費  式 1  

計     

注）運転手の職種について、リフト車規格「作業床高10m 以上」及び橋梁点検車等のうち「高所作業

10m 以上」等の技能講習資格が必要な場合は特殊運転手、特別教育で良い場合（橋梁点検車【歩

廊式】はゴンドラの特別教育でよいものがある。）場合は一般運転手を計上する。 

 

5.3 安全費 

(1)保安施設 

保安施設は、交通量、交通状況、その他現地の状況等を勘案して計上するものとする。 

(2)交通整理員 

交通整理員は、交通量、交通状況、その他現地の状況等を勘案して計上するものとする。 


